
１１月１０日(日)16:00～17:30 西宮市立今津公民館(阪神今津駅南東徒歩 10 分) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
   

 

 

資料代：５00 円(会員無料）  １７：３０～ ２１世紀の武庫川を考える会総会 

津門川の自然環境をいつまでも守り育てよう  
～山陽新幹線六甲トンネルから流出した汚染水 

による魚類の大量斃死問題への取り組み～ 

２１世紀の武庫川を考える会 環境講演会 ご案内 

主催  ２１世紀の武庫川を考える会  代表 小川 嘉憲   連絡先 白川政昭 ℡＆Fax 0798-46-8541  

神戸女学院大学名誉教授、武庫川流域圏ネットワーク代表 

山本義和さん 

山本義和先生プロフィール 

 昭和 20年生まれ。京都大学農学部水産学科卒業。 

神戸女学院大学名誉教授。専門は水圏環境科学で、重金属などの環境 

汚染物質による水生生物への影響などを調査・研究。 

 2010年に定年退職後、武庫川の自然環境保全や治水を設立目的と 

する市民活動に参加。現在、武庫川流域圏ネットワーク代表。 

 近刊書は「環境科学入門～地球と人類の未来のために（第 2 版）

～」、化学同人（2018 年）。 

 趣味は海釣り、テニス。 

 

講師 

 コンクリートとアスファルトの街の中に川が流れているだけで、潤いの空間を作ります。川底を覗くと 

コイやアユなどが泳ぎ、カルガモの親子がうかぶ、そんな川が津門川でした。津門川は西宮の市街地を 

南北に流れて、今津港に至る川です。この川はかつてゴミが浮かぶ汚れた川でしたが、西宮北口地域の住 

民のみなさんと行政や山本義和先生など研究者によって、津門川の環境保全活動が行われてきました。 

ところが、2018 年 12 月 5 日の未明に、六甲トンネル内での工事中の事故によって、大量の汚染水が 

津門川に流入して、多くの魚類が死にました。この問題について、原因や対策の究明、失われた自然の復

元を目指した市民活動を報告していただきます。また、津門川を対象とした調査・研究活動も合わせて紹

介していただき、参加者の皆さんと街中の河川の自然環境保全について一緒に考えたいと思います。 

 

 

 

魚が移動しやすい魚道に改修を！ 

（ 阪急神戸線の北側 ） 

 

公財・コープともしびボランティア振興財団助成事業 


